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本学は, 国立大学法人としては唯一の４年制体育大学である｡ 学生受け入れを����年４月から始
め今年でちょうど��年目を迎える｡ 大学の基本計画として ｢生涯スポーツと運動による健康づくり
の振興｣ と ｢スポーツにおける競技力の向上｣ との２つの柱を設け, 体育・スポーツのあらゆる分

野において, 優れた選手や専門的指導者を養成するための教育を行っている｡ また, 本学の教育研

究は, 体育・スポーツの分野において, 理論と実践を結びつける実践的指導能力の育成や研究成果

の社会への還元を重点目標として行われている｡ そのため本学では創設以来, 他大学に先駆け学外

スポーツ指導実習などの学外実習カリキュラムを開発してきた｡

本学のスポーツ指導実習 (�����������������������������) においては, 急激に変化する社会
での体育・スポーツに関する専門的ニーズや指導プログラムに対応するため, より現場に即した情

報を実習施設と大学の共同指導体制によって学生の教育的機会を提供できる有効性がある｡ 創設以

来今日まで生涯スポーツ分野におけるスポーツ指導実習では延べ実習施設数が����施設で, 地域
(公共・民間) が����施設, 職場 (健康づくり) ���施設, 野外レクリエーション施設が���施設と
なっており, 全国各地のスポーツ指導施設に本学の実習生を送り出し, 現場とのネットワークも確

立されてきている｡

本学では, 卒業生のキャリア形成のために, どのような授業と現場実習が必要かつ有効かを, 大

学カリキュラムの見直しの際, 評価し改善してきた｡ 変わり行く, 社会経済状況の中で, 大学での

専門的教育が体育・スポーツの専門職や就職マーケットに適応し, 拡大していくことが望まれてい
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本発表は, スポーツ産業界でのキャリア形成のための������(���������������������������) の

教育的インパクトと有効性を検討することを目的としている｡ 本発表では, 以下の論点について具体的

な資料をもとに検討を行う｡ すなわち, １. 現在のスポーツ産業界の就職マーケットのトレンドについ

て諸資料のレビューから求められる人材像, ２. 本学卒業生の調査から, キャリア形成への教育的イン

パクトとしての大学での授業科目や���(�������������������������) のインパクトファクター, さら
には, ３. ������の目指すべき教育的インパクトと人材育成への課題について明らかにする｡ その
結果�急変する現代のスポーツ産業界での業種間のボーダレス化, 多様化, 高度化に対応できる実践的
な現場での総合的なマネジメント能力の育成が, キャリア形成の観点からも重要課題として上げられる｡

そのため, これまでの�週間を単位とした���から, より長期にわたる������への有効性が期待され
るものの, 産業界と連携した実習プログラムの開発が必要不可欠な条件である｡
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